
 

手当・年金・貸付等の諸制度 

１．手当及び年金制度 

 

（１） 特別障害者手当（国制度） 

 

支 給 要 件 
２０歳以上の在宅の方で、重度の重複障害があり、日常生活において常時特別の

介護を必要とする方 

認 定 基 準 
重度の障害が重複している方及びこれに準ずる方（医師が作成した所定の診断書

に基づいて判定します。） 

支 給 制 限 
①本人、配偶者及び扶養義務者の所得が一定額以上の場合 

②施設に入所しているとき又は病院等に３か月以上継続して入院している場合 

受 給 資 格 者 障害者本人 

支 給 額 月額 ２７，９８０円 

支 給 月 ５月・８月・１１月・２月（年４回） 

申請に必要なもの 
①所定の申請書 ②身体障害者手帳又は療育手帳 ③所定の診断書  

④前年分の年金収入額がわかるもの ⑤戸籍謄本 ⑥振込先の銀行等の通帳 

申 請 窓 口 社会福祉課  ℡ ６２－２１４１  内線 ３２４ 

 

 

（２） 障害児福祉手当（国制度） 

 

支 給 要 件 
２０歳未満の方で、日常生活において常時特別の介護を必要とする重度の障害が

ある児童 

認 定 基 準 
身体障害者手帳１級・２級（一部）及び療育手帳Ａ１の認定を受けた方又はこれ

に準ずる障害を有する方 

支 給 制 限 
①扶養義務者の所得が一定額以上の場合 

②施設に入所している場合（通園施設は除く） 

受 給 資 格 者 障害児（者）本人 

支 給 額 月額 １５，２２０円 

支 給 月 ５月・８月・１１月・２月（年４回） 

申請に必要なもの 
①所定の申請書類 ②身体障害者手帳又は療育手帳 ③戸籍謄本 

④所定の診断書 ⑤振込先の銀行等の通帳 

申 請 窓 口 社会福祉課  ℡ ６２―２１４１  内線 ３２４ 



 

 （３）心身障害児等在宅扶養手当（市制度） 

 

支 給 要 件 

２０歳未満で、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受

けている障害児又は障害者総合支援法の対象疾患のある難病児（以下「障害児等」

という。） 

支 給 制 限 

①受給資格者及びその配偶者の所得が一定額以上の場合（特別児童扶養手当の所

得基準に準ずる） 

②障害児等が施設に入所している場合（通園施設は除く） 

③障害児等が障害児福祉手当を受給している又は受給資格者が特別児童扶養手

当を受給している場合 

受 給 資 格 者 市内に住所を有し、障害児等を監護している方（保護者） 

支 給 額 月額  ５，０００円 

支 給 月 ４月・８月・１２月（年３回） 

申請に必要なもの 

①所定の申請書類 ②身体障害者手帳又は療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、

障害者総合支援法の対象疾患であることが確認できるもの ③保護者の銀行等の

通帳 

申 請 窓 口 社会福祉課  ℡ ６２－２１４１  内線 ３２４ 

 

 

 （４）特別児童扶養手当（国制度） 

 

支 給 要 件 

中程度以上の障害のため日常生活において常時介護を必要とする２０歳未満の

児童をその父若しくは母が監護しているとき、又は父母以外の者が養育している

とき。（障害程度は、所定の診断書により判定します。） 

支 給 制 限 

①本人、配偶者及び扶養義務者の所得が一定額以上の場合 

②児童が施設に入所している場合（通園施設は除く） 

③支給対象児童が障害を事由とする公的年金を受けている場合 

受 給 資 格 者 上記児童を監護している父、母又は父母以外で上記児童を養育している方 

支 給 額 障害児一人につき月額 １級認定 ５３，７００円 ２級認定 ３５，７６０円 

支 給 月 ４月・８月・１２月（年３回） 

申請に必要なもの 
①所定の認定請求書 ②戸籍謄本 ③住民票（世帯全員分） 

④所定の診断書（省略できる場合があります。）⑤受給者名義の銀行等の通帳 

申 請 窓 口 社会福祉課  ℡ ６２－２１４１  内線 ３２４ 

 



 

 （５）児童扶養手当 

     児童扶養手当は、父母の離婚、父母の死亡等のために父または母と生計を同じくしていない

児童（１８歳に達する日以降の最初の３月３１日まで。一定の障害の状態にある場合は２０歳

未満まで）を監護又は養育している方に支給されます。また、父または母が一定の障害状態に

ある場合についても支給されます。 

  〈受給資格者〉 

     支給対象児童を監護している父母又は養育者（父または母以外で児童と同居して監護し、生

計を維持している者） 

 

     〈支給月額〉   

 全部支給 一部支給 

児童扶養手当 44,140円 44,130円～10,410円 

児童扶養手当（第２子加算額） 10,420円 10,410円～5,210円 

児童扶養手当（第３子以降加算額） 6,250円 6,240円～3,130円 

     

〈支給制限〉 

① 日本国内に住所を有しないとき 

② 児童福祉法による里親に委託されているとき 

③ 児童福祉施設に入所しているとき 

④ 前年の所得が一定限度額以上であるとき 

  

  〈請求及び問い合わせ〉   子ども家庭課（総合保健福祉センター内） ℡ ６７－６３２４ 

 

 （６）国民年金（障害基礎年金） 

     国民年金に加入している間（過去に加入していた６０歳以上６５歳未満の方を含む）に事故

若しくは疾病によって重度障害の状態になった場合に支給されます。 

なお、２０歳前の事故若しくは疾病によって重度障害の状態になった場合は、２０歳から支

給されます。 

     １級障害    年額 ９９３，７５０円  ２級障害   年額 ７９５，０００円 

                                       （令和５年度） 

  〈請求及び問い合わせ〉   保険介護課  ℡ ６２－２１４１  内線 １９２ ・１９３ 

 

 （７）厚生年金（障害厚生年金） 

     厚生年金の被保険者期間中に事故又は疾病によって重度障害の状態になった場合、障害基礎

年金に上乗せして支給されます。 

  〈請求及び問い合わせ〉  

     和歌山東年金事務所  和歌山市太田３－３－９   ℡ ０７３―４７４－１８４１ 

 



 

２．心身障害者扶養共済制度（県制度） 

   心身障害者（児）の保護者（申込者）が死亡した場合、又は重度障害者になった場合に、残され

た障害者（児）に終身一定額の年金を支給することで、障害者（児）の生活の安定と福祉の増進に

資することを目的とした制度です。 

 

対 象 と な る 

障 害 者 の 範 囲 

（１）知的障害のある方 

（２）身体障害者手帳を所持し、その障害が１級から３級までに該当す

る方 

（３）精神又は身体に永続的な障害のある方（統合失調症、脳性麻痺、

進行性筋萎縮症、自閉症、血友病など）で、その障害の程度が（１）

又は（２）と同程度と認められる方。 

加 入 で き る 保 護 者 

加入年度の４月１日時点の年齢が満６５歳未満で、特別の疾病又は障害

がなく生命保険契約の対象となる健康状態にある方 

※障害のある方１人に対して、加入できる保護者は１人です。 

年 金 額 
１口加入   月額 ２０，０００円  

２口加入   月額 ４０，０００円 

掛 金 掛金額は、加入時の年齢により異なります。支払は月払い。 

申 請 に 必 要 な も の 

① ①申込書、住民票の写し、申込者（被保険者）告知書等所定の書類 ②心

身障害者（児）の障害の種類及び程度を証明する書類（身体障害者手帳、

療育手帳及び年金証書等）③年金管理者指定届書（障害のある方が年金

を管理するのが困難なとき） 

 

〈申請及び問い合わせ〉  社会福祉課  ℡ ６２－２１４１  内線 ３２３ 

 

 

３．生活福祉資金等の貸付 

   この貸付金制度は借受人が民生委員・児童委員の助言指導を得ながら自立できる世帯などで、自

立に必要な資金を他から借りることが困難な方（主に世帯主）に貸し付ける制度です。 

 

※ 貸付制度を受けるには、所得制限等条件がありますので詳しいことは岩出市社会福祉協議会ま

でご相談ください。 

 

〈問い合わせ〉  岩出市社会福祉協議会 

            岩出市金池９２ 総合保健福祉センター内  ℡ ６３－３２４６ 


